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会員の皆様並びに国土交通省を始めとする関係者

の方々には、日頃から当協会の事業にご理解を頂き

ご支援を賜っていることに感謝申し上げます。

去る6月30日の総会と理事会において会長に就任い

たしました英です。難しい時期ではございますが、

豊かなウォーターフロントの形成に向けて役員一同

全力を傾けて行きたいと考えておりますので、どう

か皆様、倍旧のご支援を賜りますようお願い申し上

げます。

最近、我が国の景気も回復を示す指標が出ている

様子です。しかし、同時に景気回復の実感のない回

復であるということも大方の意見が一致していると

ころではないかと思います。このような環境の中で、

皆様の中にもご苦労をされておられる方は多いので

はないかとご推察申し上げます。

民活事業は一般的に大きな固定資産を保有していて有利子負債や減価償却費が経営

の負担になっています。デフレはこれらの固定費の要素を相対的に拡大します。その

ため民活事業の経営が苦しい原因の大きな部分となっています。いま景気が回復しつ

つあるといわれますが、私はそれより、デフレが収束に向かっているとの見方に期待

したいと思います。最近、長期金利が上昇基調にあり、年末にはデフレが収束するで

あろうとの見方もあります。デフレの収束は私共の経営環境に必ずプラスの効果があ

ると思います。

また、国及び地方自治体の税収も企業の業績回復を受けて下げ止まり、増収の兆し

が見え始めました。デフレが収束し官民の投資意欲が回復してくれば、高いポテンシ

ャルを持っているウォーターフロントへの投資も検討されるようになると思います。

一方、民活法は公布以来既に18年が経過しています。その間、社会経済環境に大き

な変化がありました。今後ウォーターフロントが見直される時期が来たとき、時代感

覚にあった支援措置を準備する必要があります。また当協会も適切な役割を担って豊

かなウォーターフロントの整備に貢献していかなければならないと考えています。そ

のための活動の一つが国内のウォーターフロント開発に関する先進地域や諸外国の事

例に関する情報の収集と発信、及び蓄積された情報を駆使した会員その他に対するウ

ォーターフロント開発への技術的支援です。どのようなことでも結構ですから何かウ

ォーターフロント開発に関係する課題をお持ちでしたら協会までご一報頂きたいと思

います。皆様のお役に立てればと思っております。

そして一方で、ご当局と連携を密にし、進行中の構造改革の中で変化する経済社会

に対応した新しい時代のウォーターフロント開発に対する公的支援の仕組みや制度の

整備であると思っています。

このように考えておりますので、これからも協会に対し、ご理解を賜ると共に、何

なりとお声をかけて頂きたくお願い申し上げます。

-WATERFRONT DEVELOPMENT- 1

（社）ウォーターフロント開発協会

会長　英　辰次郎

ごあいさつ目　次


